
イノベーションエコシステム拠点構想（大学発ベンチャー創出を中心として）【たたき台】

地域の大企業等

大学等発ベンチャーの起業前段階から、政府資金と民間の事業化ノウハウを組み合わせることにより、ポテンシャル

 
の高いシーズに関して事業戦略・知財戦略を構築し、市場や出口を見据えた事業化を目指す日本版イノベーションシ

 
ステムができないか。

拠点Ｂ

拠点内の大学群

持続的なイ

 
ノベーション

 
創出

成功企業の

 
集積

新産業創出

起業経験者、ベン

 
チャーキャピタル、金

 
融系人材

 

等

研究者、知財人材、産

 
業界人材、大学産連

 
本部等によるチームを

 
結成（チームアップ）

事業化構想 プレベンチャー

チームによるプロ

 
ジェクト管理、事業

 
育成（インキュベー

 
ション）

ベンチャー

 
起業

論点２：研究開発支援と事業育

 

成の一体的実施の必要性とどの

 

ようなシステムが適切か？

公募による人選

5～7年程度

スーパーバイザー／評価委員会

拠点のシーズ

 

情報提供

共同研究等へ発展

企業の経営戦略・特許

 

戦略に基づく目的を明

 

確にした共同研究実施

産業革新機構

民間ＶＣ

 

等

研究開発支援・事業管理

複数シー

 

ズによる

 

ポートフォ

 

リオ構築

大学等の基盤

 
的活動支援

技術や実用化のための

 

暗黙知等

論点５：リスク

 

が高いがインパ

 

クトの大きい課

 

題に挑戦する仕

 

組は？

企業による大学

 

シーズの事業化

事業プロモーター

大学研究者による事業化に向けた研究開発

・事業プロモーターのマネジメントにより、分野及びマイルストンによる研究

 
開発、試作品の作成等により顧客・市場と接しながらニーズに対応した研

 
究開発を行う。

事業プロモーター

論点１：起業前に最適

 

な事業化構想や知財戦

 

略を立てるには何が必

 

要か？

論点３：
資質は？

論点６：支

 

援期間は？

論点４：専門人材を
如何に集められるか？

資料３－２
科学技術・学術審議会
産業連携・地域支援部会

産学官連携推進委員会（第４回）
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